
 
 
◆ 11 月の放課後の子ども囲碁教室の日程です 
第四小学校：11月 1日、8日、15日，22日 2 時 30分～ 三階 ひらめき教室 
	 第十小学校：11月 5日、12日，19日、26日 2 時 30分～ 一階 家庭科室 
 大和田小学校：11月 10日、17日、24日 2 時 30分～ 二階 第二音楽室 

 
 

◆子どもに読み聞かせたい本 その２ ｢シートン動物記｣---狼王ロボ-- 
  
イギリス人作家アーネスト・シートン(Ernest T. Seton) の作品はいろいろと
読みました。子どもにも大人も動物の不思議な習性や行動、そして家族や群
れのつながりを教えてくれる作品です。シートンは長くカナダやアメリカで
生活し、アメリカ・インディアンの生活を理想とし、今でいうエコロジー
(Ecology)と自然主義を基調として著作活動をした作家として知られていま
す。また画家であるシートン自身は 100点をこえる挿絵を残し、物語をいっ
そう魅力的にしています。 
 
コネチカット州(Connecticut) で少年キャンプを始め、インディアンズ
(Woodcraft Indians)という少年団を創設します。ウッドクラフトとは自然
体験生活で、森林生活法ともいわれます。この運動から、やがてシートンは
ボーイスカウト運動の設立にあたります。 
 
日本で広く知られた｢シートン動物記｣で有名な物語は「狼王ロボ(Lobo)」。
合衆国西南部、ニューメキシコ州(New Mexico)北部が舞台です。広大な放牧地のカランポーと呼ばれる地帯です。
多くの馬、牛、ヒツジなどが放牧される丘と小川が広がります。そこに一匹の灰色オオカミ-｢ロボ｣がいます。ロボ
は並み外れた知恵と能力を持ち、狼一族の集団を統率します。その群れは毎日のように牧場を襲い、牛やヒツジを殺
します。土地の人びとは、ロボに畏敬の念すら込めて「狼王ロボ」と呼びます。 ロボの鼻は、猟師が仕掛けた毒餌
の毒の匂いをかぎ出し，仲間にも食べさせないのです。 
 
ロボには高額の賞金がかけられ、オオカミ狩りの経験を持つシートンにも捕獲の白羽の矢が立ちます。しかしロボは
悪魔のような賢さで、仲間をしとめようとする人間たちの挑戦を退けます。あらゆる術策は尽きたかに見えたとき、
シートンはロボとつがいであるブランカ(Blanca)に目を付けます。そして彼女を捕えて殺すことに成功します。彼女
を失ったロボは狂いブランカにおびき寄せられてシートンの罠にはまってしまいます。  

 
本作のモチーフは、アメリカの大平原で展開されたオオカミ
と人々の暮らしです。シートンは言うのです。｢もともとアメ
リカでは、先住民のアメリカ・インディアンはオオカミを敬
っていた。しかし、白人とオオカミとの間に接点はなかった。
白人が野牛が皆殺しにしたため、オオカミは牧牛を襲うよう
になり、それに伴いオオカミ狩りが始まったのだ。｣  シート
ンの動物や自然に対する姿勢が伝わる見事な作品です。 
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